
第３２回 教育研究評議会 議事要旨 

 

日 時：平成１８年７月５日（水）１３：３０～１５：３５ 

場 所：事務局 第１会議室 

出席者：２０名（欠席者６名） 

 

第３１回 教育研究評議会 議事要旨について 

 学長から，議事要旨（案）のとおり確認された旨の報告があった。 

 

議 題 

 １ 教員の選考について 

   中村和男 経営情報系長から，資料１に基づき説明があり，審議の結果，次のとおり，第

343回 教授会（教授；工学部及び工学研究科）に付議することを了承した。 

 

 

 ２ 教員選考委員会の設置について 

  塩見友雄 物質・材料系 副系長（植松敬三 系長の代理）から，資料２に基づき説明があ

り，審議の結果，第 343 回 教授会（教授；工学部及び工学研究科）に付議することを了承

した。 

   なお，学校教育法の改正（平成19年４月１日施行）により，「助教授」を廃止し「准教授」

を置くこととなることから，「准教授」で公募することを併せて了承した。 

 

教授会審議事項の報告 

 １ 平成18年度 大学院工学研究科修士課程 ９月入学者選抜試験 合格者の選考について 

 ２ 平成18年度 大学院工学研究科博士後期課程 ９月入学者選抜試験合格者の選考について 

 ３ 平成19年度第３学年（学力選抜）入学者選抜試験 合格者の選考について 

 ４ 平成19年度 大学院工学研究科修士課程（高専専攻科修了見込者推薦選抜）入学者選抜試験合

格者の選考について 

 ５ 平成19年度 大学院工学研究科修士課程（一般選抜，社会人特別選抜及び外国人留学生特

別選抜）入学者選抜試験 合格者の選考について 

 ６ 平成19年度 大学院工学研究科修士課程（学内推薦）入学者選抜 合格者の選考について 

 ７ 平成19年度 大学院工学研究科修士課程（学内学力）入学者選抜試験 合格者の選考について 

 ８ 学位論文審査付託に係る審査委員の指名について 

 ９ 学生の留学について 

 

   学長から，上記１から９について，資料３から８に基づき，第 343 回 教授会（教授，助

教授及び講師；工学部及び工学研究科 並びに 技術経営研究科；合同）で審議する旨の報告

があった。 

 

報 告 

 １ 大学機関別認証評価に係る「選択的評価事項 研究活動の状況」（自己評価書等）の提出に

ついて 

   学長及び西口副学長から，資料９に基づき，独立行政法人 大学評価・学位授与機構長あ

てに提出した旨の報告があり，併せて「評価室 大学評価部会」構成員等の尽力に対し謝辞

が述べられた。 

 

 ２ 平成17事業年度に係る業務の実績に関する報告書について 

   総務課長から，上記について，６月の「教育研究評議会」及び「経営協議会」で審議した

 

 



後，「役員会」の議を経て，６月29日（木）に国立大学法人評価委員会委員長あてに提出し

たこと，及び７月 24 日（月）に本学に係るヒアリングを経て，９月中旬以降の国立大学法

人評価委員会総会において評価が決定された後に，評価結果が公表される旨の報告があった。 

   なお，報告書を学内インフォメーションに掲載したので確認いただくとともに，参考資料

については，事務局総務課へ照会願いたい旨，併せて報告があった。 

 

 ３ 平成17年度外部資金に係る共通経費及び間接経費の決算について 

 ４ 平成18年度外部資金に係る共通経費及び間接経費の予算額について 

   会計課長から，上記３及び４について，資料10及び11に基づき報告があった。 

 

   なお，学長から，今後あらたに「寄附講座」又は「寄附研究部門」を開設するときには，

他の外部資金と同様に，間接経費10％を徴収することとする旨，併せて報告があった。 

 

   また，川崎理事から，寄附金（預金利息等）の繰越額に係る表記が資料10と 11とで矛盾

しているのではないか，また，丸山理事から，「予算額」には前年度の繰越しが含まれてい

るのかとの質問があり，事務局長等から「通常の執行残額」と「翌年度に渡って約束してあ

る金額」とを区分することを考慮したものなどであり，表記方法等を検討したい旨の説明が

あった。 

 

 ５ 講義棟の工事について 

   施設管理課長から，講義棟の屋上防水工事及び外壁工事を行う旨報告があった。 

 

 ６ 外部研究資金の受入状況について 

   研究推進課長から，資料12に基づき報告があった。 

 

 ７ 学生数及び学生異動について 

   学務課長から，資料13に基づき報告があった。 

 

 ８ 長岡まつり民踊流しへの参加について 

 ９ 技大祭に係る協力依頼について 

   丸山理事から，上記８及び９について，学生及び教職員の積極的な参加並びに研究室等の

公開について要請があった。 

 

 10 国費外国人留学生（研究留学生）の優先配置を行う特別プログラムの申請について 

   石﨑副学長から，本学が独自に採用してきた「社会人留学生（AOTS）」など国費外国人留

学生の枠について，文部科学省が一括管理した上で各大学から申請させる方法に変更された

ので，所要の検討を行い，申請することとした旨の報告があった。 

   また，国際大学連合（15大学）による中国の東北大学とのＩＴプログラムに本学が参加す

ることとなった旨，併せて報告があった。 

 

 11 学術交流協定の締結について 

   石﨑副学長から，資料14に基づき報告があった。 

 

 12 第８回（平成18年度）高等専門学校及び技術科学大学 図書館ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑについて 

   学務部長（赤羽正志 附属図書館長の代理）から，資料15に基づき報告があった。 

 

 13 委員会報告 

  （１）教務委員会 

 



    ①学術交流協定に基づく学生の派遣及び受入れについて 

    ②研究生の選考について 

     宮田副学長から，上記①及び②について，資料16及び17に基づき報告があった。 

 

 14 その他 

   学長から，下記（１）から（７）のとおり報告があった。 

 

  （１）学生が６月 26 日（月）に交通死亡事故を起こした。学生及び教職員の道路交通法遵

守と安全運転の徹底を要請する。 

 

  （２）他大学における公的研究費の不正使用が報道されているので，厳正に執行するよう要

請する。 

 

  （３）セクシュアル・ハラスメント及びアカデミック・ハラスメントに対する十分な注意を

要請する。 

 

  （４）開学 30 周年の募金活動について，教員各位の尽力に謝辞を述べる。なお，目標額へ

の到達に向けて，一層の協力を依頼する。 

 

  （５）前 本学教授 入澤壽逸 氏を「競争的資金コーディネーター」に委嘱し，競争的資金

の公募情報等を積極的に収集してもらうこととした。 

 

  （６）長岡高等学校の進路指導担当教諭等と懇談を行った。同校からの入学者が少ないため，

同校との高大連携事業並びに本学教員と同校教諭との研究交流等を引き続き実施して，連

携を深めていきたい。 

 

  （７）高等専門学校からの第３学年入学者に係る特待生制度について検討したい。 

 

  （８）その他 

丸山理事及び中村和男 経営情報系長から「学習サポート制度」の実施状況等につい

て報告があった。 

以 上 


